
う
だ
が
、
家
業
の
農
業
を
継
い
だ
が
、
労
働
は
き
つ
く
収
入
は

少
な
い
の
で
、
父
の
す
す
め
で
馬
車
に
よ
る
建
材
業
を
再
開
し

た
。
父
と
よ
く
衝
突
し
た
の
で
、
次
弟
を
東
京
か
ら
呼
び
寄

せ
、
二
台
の
馬
車
で
建
材
業
、
主
に
畑
の
床
土
を
一
メ
ー
ト
ル

く
ら
い
取
り
、
壁
土
と
し
て
売
り
、
後
は
田
に
す
る
。
こ
の
よ

う
に
し
て
土
地
を
増
し
て
い
っ
た
。
時
代
と
共
に
馬
が
車
と
な

り
、
今
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、
シ
ャ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
、
ユ
ン
ボ

等
、
土
木
機
械
を
使
い
、
長
男
が
家
業
を
継
い
で
い
る
。
二
男

二
女
に
恵
ま
れ
た
が
次
男
は
天
折
し
た
。
農
業
く
ら
い
利
益
の

上
が
ら
ぬ
も
の
は
な
い
。
老
人
農
業
で
七
十
歳
で
も
作
業
し
て

お
り
、
末
は
ど
う
な
る
事
か
。
私
ら
余
命
幾
ば
く
も
な
く
、
な

る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い
の
だ
。
今
ま
で
苦
労
は
あ
っ
た
が
運

が
良
く
生
活
の
困
る
事
も
な
く
来
た
が
、
孫
の
代
は
分
か
ら
な

い
。
余
生
を
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
き
た
い
。

ソ
連
抑
留
の
■
末
　 

三
重
県
　
加
藤
千
春
　 

一
、
は
じ
め
に
―
私
の
履
歴

昭
和
六
十
四
（
一
九
八
九
）
年
一
月
七
日
、
昭
和
天
皇
は
身

ま
か
れ
た
。
波
乱
万
丈
の
昭
和
は
幕
を
閉
じ
た
。
昭
和
の
時
代

を
青
春
の
時
代
を
生
き
抜
い
た
、
語
り
尽
く
せ
ぬ
昭
和
の
思
い

出
の
そ
の
悲
し
み
と
喜
び
は
、
こ
の
ま
ま
風
化
し
て
し
ま
い
た

く
な
い
。
私
は
昭
和
の
御
代
の
子
で
あ
っ
た
。
私
の
激
動
の
昭

和
を
回
顧
す
る
。

昭
和
六
年
小
学
校
入
学
―
十
二
年
中
学
入
学
―
十
六
年
中
学

五
年
陸
士
受
験
―
二
十
年
六
月
陸
士
（
本
科
）
卒
業
終
戦

―
ソ
連
抑
留
生
活
―
帰
国
（
二
十
三
年
十
一
月
）
―
歯
科
大
学

受
験
―
同
卒
業
（
二
十
七
年
）
―
歯
科
医
業
現
在
に
至
る
。

二
、
私
の
抑
留
の
経
過
（
昭
和
の
出
来
事
の
中
か
ら
ソ
連

抑
留
に
関
係
す
る
も
の
に
限
定
す
る
）

抑
留
の
原
因



(1)

遠
因
　
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
）

日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
―
五
）

満
州
事
変
（
一
九
三
一
―
三
三
）

日
中
戦
争
（
一
九
三
七
―
四
五
）

満
州
国
独
立
（
一
九
三
二
）

太
平
洋
戦
争
（
一
九
四
―
四
五
）

(2)

直
接
の
原
因

原
子
爆
弾
の
広
島
投
下
（
一
九
四
五
年
八
月
六
日
午
前

八
時
十
五
分
）
引
続
き
長
崎
に
投
下

ソ
連
、
日
ソ
中
立
条
約
を
破
り
宣
戦
布
告
（
一
九
四
五

年
八
月
九
日
）
し
満
州
に
侵
攻

終
戦
の
詔
書

八
月
十
五
日
関
東
軍
司
令
部
直
属
独
立
自
動
車
第
六
四

大
隊
（
満
州
第
七
九
七
部
隊
）
の
部
隊
長
室
に
て
玉
音

放
送
を
聞
く
。
敗
戦
と
知
り
落
胆
の
極
み
。

抑
留
ま
で
の
経
過

満
州
七
九
七
部
隊
―
通
化
（
関
東
軍
の
集
結
）
―
平
壌

（
武
装
解
除
）
―
三
合
里
弥
勒
洞
の
元
陸
軍
の
廠
舎

ソ
連
抑
留
生
活
の
始
ま
り
で
あ
る
。

そ
の
後
エ
ラ
ブ
カ
の
収
容
所
ま
で
の
経
過

ス
コ
ロ
ダ
モ
イ
（
早
く
帰
れ
る
）
と
だ
ま
さ
れ
つ
つ
、
至

る
と
こ
ろ
で
ダ
ワ
イ
（
動
作
を
促
す
動
詞
で
、
広
く
何
に

で
も
使
わ
れ
、
特
に
略
奪
す
る
の
に
使
わ
れ
る
）
さ
れ
な

が
ら
欧
露
の
奥
深
く
拉
致
さ
れ
た
。

ま
ず
貨
車
で
清
津
へ
船
に
乗
せ
ら
れ
ソ
連
領
ポ
ジ
ェ
ッ

ト
湾
へ
（
初
め
は
日
本
へ
向
け
進
ん
で
い
た
が
船
の
故
障

の
た
め
に
一
時
停
止
、
こ
れ
も
だ
ま
し
か
。
そ
の
後
は
方

向
転
換
す
る
）
上
陸
は
十
一
月
三
日
（
雪
が
降
っ
て
い

た
）
―
十
二
月
に
入
り
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
貨
車
で
二
十
三

日
間
（
ウ
ラ
ル
を
越
え
る
）
―
雪
中
死
の
行
軍
（
何
日
一

日
じ
ゅ
う
歩
い
た
か
定
か
で
な
い
が
、
何
人
の
人
が
突
然

見
え
な
く
な
り
行
方
不
明
に
な
っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
）

―
ボ
ル
ガ
の
支
流
カ
マ
河
畔
の
エ
ラ
ブ
カ
の
ラ
ー
ゲ
ル
に

入
る
（
十
二
月
三
十
一
日
夜
）
明
け
て
昭
和
二
十
一
年
一

月
一
日
で
あ
っ
た
。

エ
ラ
ブ
カ
の
抑
留
生
活

帰
国
ま
で
エ
ラ
ブ
カ
だ
け
で
他
へ
の
移
動
は
な
か
っ
た
。

食
事
は
一
日
二
食
で
生
命
を
維
持
す
る
ぎ
り
ぎ
り
の
食
事



だ
っ
た
が
、
労
働
で
外
に
出
た
時
、
山
野
草
を
採
取
し
た

り
、
一
般
ロ
シ
ア
人
か
ら
バ
タ
ー
等
も
ら
っ
た
り
物
々
交

換
し
た
り
し
て
、
栄
養
を
補
給
し
て
い
た
。

労
働
は
木
挽
き
と
泥
岩
運
搬
作
業
の
繰
り
返
し
で
、
木
挽

き
の
作
業
中
転
倒
骨
折
、
今
で
も
右
手
が
左
手
よ
り
短

く
、
当
時
を
思
い
出
す
こ
と
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

二
年
十
一
ヵ
月
後
、
エ
ラ
ブ
カ
よ
り
ナ
ホ
ト
カ
経
由
し
て

興
安
丸
に
て
函
館
に
上
陸
帰
国
し
た
。

家
族
と
対
面
し
た
時
、
栄
養
失
調
の
た
め
か
よ
く
肥
っ
て

い
て
驚
い
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

翌
年
歯
科
関
係
の
学
校
に
入
学
、
現
在
も
現
役
に
て
歯
科

医
業
に
、
で
き
る
範
囲
で
頑
張
っ
て
い
る
。

三
、
結
び

我
々
は
終
戦
の
詔
勅
ど
お
り
、
堪
え
難
き
を
堪
え
忍
び
難
き

を
忍
ぶ
生
き
方
を
立
派
に
実
践
し
て
き
た
と
自
負
す
る
と
共

に
、
一
部
を
除
き
反
共
愛
国
心
を
も
っ
て
帰
国
し
、
帰
国
後
は

我
が
国
の
発
展
の
た
め
に
多
大
の
貢
献
を
し
て
き
た
。
こ
の
事

実
は
日
本
民
族
の
歴
史
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
実
と
し
て
い

つ
ま
で
も
留
め
て
お
か
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

捕
ら
わ
れ
の
歌
　 

愛
媛
県
　
竹
内
一
利
　 

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
十
月
八
日
、
満
州
国
明
月
溝
で

武
装
解
除
さ
れ
、
ソ
連
の
貨
物
列
車
に
荷
物
同
然
に
乗
せ
ら

れ
、
二
泊
三
日
か
か
っ
て
到
着
し
た
の
は
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か

ら
更
に
百
キ
ロ
の
奥
地
、
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
の
山
中
の
捕
虜
収

容
所
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
録
は
、
軍
隊
手
帳
の
余
白
に
書
き
綴
っ
た
も
の

で
、
帰
国
の
時
の
身
体
検
査
で
没
収
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
、
眼
鏡
の
蔓
に
巻
き
つ
け
て
、
そ
の
上
に
木
綿
糸
を
巻
き
、

眼
鏡
の
蔓
が
折
れ
た
の
を
修
理
し
て
い
る
よ
う
に
見
せ
、
帰
国

後
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
て
判
読
し
、
清
書
し
た
も
の
で
あ
る
。

捕
ら
わ
れ
日
記
よ
り
（
抜
粋
し
た
も
の
）




